
技術上の適合性

→対象工事とならない理由
（欄外：対象番号を記入）

公共事業とし
ての必要性

地域づくり等と
の整合性

地域要望等と
の整合性

関係法令、構
造基準等との
適合性

早期対応の必
要性

他の管理者等
との調整の難
易

18 河川 　鴨川
京都市北区
上賀茂朝露ヶ原町

　多目的広場の補修 無 ×
②利便性向上・環境整備で
ある

実施
しない

実施
しない

19 河川 　有栖川
京都市右京区
嵯峨野芝野町

　舗装改修と
　転落防止柵の設置

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①
実施する

①

アスファルト
舗装部の補修
は実施しない

20 河川 　西高瀬川
京都市右京区
千代ノ道町

　転落防止柵の設置と
　路肩改修

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①
実施する

①

21 河川 　清滝川
京都市北区
小野下ノ町

　堆積土砂の除去と
　床止めの撤去

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①
実施する

①
床止め撤去は
実施しない。

22 河川 　清滝川
京都市北区
大森東町

　堆積土砂の除去 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①
実施する

①

23 河川 　清滝川

京都市北区
大森中町
（芦堂橋下流右
岸）

　護岸の整備 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①
実施する

①

24 河川 　清滝川
京都市北区
小野宮ノ上町

　護岸の整備 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①
実施する

①

25 河川 　清滝川
京都市北区
大森東町
（岩屋橋下流）

　護岸の整備 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①
実施する

①

府民公募型整備事業（府民提案型）技術審査一覧【京都市域】

受付
番号

提案施設

提案概要
用地買収
の有無

工事の仕分け等（第１段階チェック） 技術審査（第２段階チェック）結果

技術審査
結果

審査委員会
意見等

備考

◆【第１段階チェック：対象とならない工事】
　①国や市町村が管理する施設に関する工事
　②利便性向上や環境整備に関する工事
　③特定の個人や団体等の利益に限られる工事
　④道路改良工事や河川整備工事など相当の事業期間を要する大規模な工事、建物の新築・大規模な改築工事
☆《他事業での実施》
　⑤他の事業で既に着手している又は計画区間等に含まれている工事
◆【第２段階チェック：技術審査】
　６項目について○、×の評価を記入

種別 名　　　　　称 所在地 対象

公共事業としての必要性、地域づくりとの整合性 速効性

◆【技術審査結果】 
 ・実施する①…緊急性大 
 ・実施する②…緊急性中 
 ・実施する③…緊急性小 
 ・他事業で実施 
 ・実施しない 

安心・安全整備 

  3



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 18

路線・河川名等 　鴨川

所 在 地 　京都
キョウト

市
シ

北区
キタク

上賀茂
カミガモ

朝露ヶ原町
アサツユガハラチョウ

提 案 内 容
　鴨川公園内多目的広場の補修

現 在 の 状 況
　西賀茂橋下流の左岸高水敷には多目的広場(クレ－2面、
コンクリート1面)が整備されているが、表面が少し荒れてお
り、一部雑草が生えているが、利用上問題はない。

第１・２段チェック 　第１段階　×　（②利便性向上・環境整備に関すること）

対応案及び
実施不可の場合
の理由

対象外のため、実施しない

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

写真① 写真② 

鴨

川 

提案箇所 

② 

① 

③ 

④ 

写真③ 写真④ 弓 

削 

川 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 19

路線・河川名等 　有栖川

所 在 地 　京都
キョウト

市
シ

右京区
ウキョウク

嵯峨野芝野町
サガノシバノチョウ

提 案 内 容

　①舗装の抜本的な対策
　②転落防止柵の設置
　③スロープの舗装整備
 　（全体延長：約１１０ｍ）

現 在 の 状 況

　管理用通路は通学路となっている。アスファルト舗装は修
繕により多少の凹凸があるが、歩行者等の通行上特に危
険な状況にはない。法肩に仮設の柵が設置されているもの
の、転落を防止するものではない。
　スロープの土系舗装が侵食を受けており、通行上が注意
が必要な状況となっている。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　当通路は京都市道として認定されていない河川管理用通
路であるが、①については、河川維持管理上現状でも支障
はなく、特に危険な状況にはない。②、③については、通学
路であり、歩行者等の通行安全を図るため、整備を行う。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

写真① 写真② 

写真③ 写真④ 
提案箇所 

④ 
③ 

① 
② 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 20

路線・河川名等 　西高瀬川

所 在 地 　京都
キョウト

市
シ

右京区
ウキョウク

嵯峨野
サガノ

千代
チヨ

ノ道町
ミチチョウ

提 案 内 容
　①転落防止柵の設置
　②堤防道路の路肩改修
　（延長：約１６０ｍ）

現 在 の 状 況

　当箇所の管理用通路については、通学路や小学校の校
舎とグラウンドへの通路としても利用されており、路肩には
ガードレールが設置されている。しかし、路面とガードレー
ルの隙間が大きく、河川への転落が懸念される。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　当通路は京都市道として認定されていない河川管理用通
路であるが、嵯峨野小学校の前で多くの小学生が通う通学
路であり、通行車両も多い。多数の小学生や通行者の通行
安全上に配慮し、整備を行う。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

写真① 写真② 

提案箇所 

西高瀬川 

③ 

写真③ 写真④ 

① ④ 
② 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 21

路線・河川名等 　清滝川

所 在 地 　京都市北区小野下ノ町
キョウトシキタクオノシモノチョウ

提 案 内 容
　①河床部の堆積土砂を除去する
　②床止めを撤去する
　（延長：約３００ｍ）

現 在 の 状 況
　河道内に土砂が堆積しており、河積が縮小しているように
見受けられる。このため、出水時には溢水による道路冠水
や家屋浸水の被害が懸念される。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　堆積の著しい箇所において堆積土砂を除去し、河川管理
上の治水安全度の向上を図る。
　床止めについては、既設護岸に影響があることから撤去
しない。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

提案箇所 

写真① 写真② 

写真④ 写真③ 

① 

② 

④ 

③ 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 22

路線・河川名等 　清滝川

所 在 地 　京都市北区大森東町
キョウトシキタクオオモリヒガシチョウ

提 案 内 容
　河床部の堆積土砂を除去する
　（延長：約３００ｍ）

現 在 の 状 況

　河道内に土砂が堆積し、これにより護岸や排水管が覆わ
れていることから、河積が縮小していると判断される。この
ため、出水時には溢水による農地や人家への被害が懸念
される。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　堆積の著しい箇所において堆積土砂を除去し、河川管理
上の治水安全度の向上を図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

写真① 写真② 

提案箇所 

写真③ 写真④ 

① 
② 

③ ④ 

27



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 23

路線・河川名等 　清滝川

所 在 地 　京都市北区大森中町
キョウトシキタクオオモリナカチョウ

（芦
アシ

堂
ドウ

橋
ハシ

下流
カリュウ

右岸
ウガン

）

提 案 内 容
　護岸の整備
　（延長：約２０ｍ）

現 在 の 状 況
　当箇所は、湾曲部の外側に位置し水衝部となっている。こ
のため、既設護岸(空石積)が崩壊し、この影響により背後
地も一部崩れている。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　崩壊した護岸については、提案どおり護岸の整備を図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

写真① 

写真③ 

写真② 

提案箇所 

② 

① 

③ 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 24

路線・河川名等 　清滝川

所 在 地 　京都市北区小野宮ノ上町
キョウトシキタクオノミヤノカミチョウ

提 案 内 容
　護岸の整備
　（延長：約４０ｍ）

現 在 の 状 況

以下の影響により背後にある耕作地への影響が懸念され
る。
①岩盤が風化しており、流水や流下物の衝突等により河岸
の侵食される可能性がある。
②～④河岸が侵食を受けて崩壊している。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　今後の大雨による流水から堤防の崩壊を防ぐため、護岸
の整備を図る必要がある。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

写真① 写真② 

提案箇所 

写真④ 写真③ 

② 

① 

③ ④ 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 25

路線・河川名等 　清滝川

所 在 地 　京都市北区大森東町
キョウトシキタクオオモリヒガシチョウ

（岩屋
イワヤ

橋
ハシ

下流
カリュウ

）

提 案 内 容
　護岸の整備
　（延長：約２０ｍ）

現 在 の 状 況

　コンクリートブロック積(空積)や石積(空積)で整備された護
岸の一部において、河床低下に起因する組積材の流出な
どの損傷が見受けられ、崩壊による背後地への影響が懸
念される。

第１・２段チェック 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　崩壊した護岸については、提案どおり護岸の整備を図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

写真① 写真② 

提案箇所 

写真③ 写真④ 

① ② 

③ 

④ 
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